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75％

ボートレース事業のしくみ

昭和２６年に施行されたモーターボート競走法に基づき、

全国公認第１号として昭和２７年７月４日に初めて開催。歴史

舟券購入

払戻金

25％

お
客
様(

フ
ァ
ン
）

約2.8％ 約1.3％

造船関係事
業の振興、公
益・福祉事
業・国際協力
など

公正かつ円
滑な競走関
係事務の実
施

上下水道の
整備など地
域振興

競走運営の
管理費、人
件費、施設
費、選手へ
の賞金など

学校など公
共施設の建
設、道路整
備、福祉・教
育費など

船舶等振興機
関（日本財団）
への交付金

競走実施機関
（日本モーター
ボート競走会）
への交付金

地方公共団体
金融機構への
納付金

開催経費 市の収益

ボートレースの売上の流れ
市（施行者）

モーターボート競走
事業は、海事・観光・
体育・その他公益の
増進を目的とする事
業や、地方財政の改
善を図るために行わ
れています。
（モーターボート競走法）

１５－(１)－① ボートレース津 一般会計への貢献15.ボートレース

昭和２７年 ７月 競走場公認第１号として岩田川河口でレース 開催
昭和３１年 １０月 ＳＧモーターボート記念競走を開催
昭和４４年 ６月 岩田川河口から津市藤方へ移転
平成２年度 場内での過去最高売上額を記録（５０３億円）
平成 ８年 ２月 対岸大型映像装置・オッズ盤・確定盤を設置
平成 ９年 ４月 「津ボート」を「津競艇」に呼称を変更
平成１４年 ５月 新スタンド棟全館オープン
平成１４年 １１月 ＳＧチャレンジカップ競走を開催
平成１７年 １０月 ＳＧ全日本選手権競走を開催
平成２２年 ４月 「津競艇」を「ボートレース津」に呼称を変更
平成２３年 ９月 外向発売所「津インクル」オープン
平成２４年 ２月 対岸大型映像装置ＬＥＤ化
平成２５年 １１月 ＳＧチャレンジカップ競走を開催
平成２７年 ８月 三重県内初の場外発売場「ミニボートピア名張」オープン
平成２９年 ２月 対岸大型映像装置の増設、プレミアム指定席の新設
平成２９年 ３月 岐阜県に場外発売場「ボートレースチケットショップ養老」オープン
平成２９年 ４月 地方公営企業法の財務規定を適用し、

「競艇事業部」から「ボートレース事業部」に改編
平成３０年 ４月 プレミアム指定席ラウンジの新設
令和５年度 過去最高売上額を更新（５８８億円）
令和６年 １１月 有料指定席エリア リニューアルオープン
令和７年 ３月 新競技エリア 完成

津市モーターボート競走事業の収益から

津 市 久居市ほか

６箇町村居市
地方公共団体
金融機構

Ｓ29
～Ｈ15
年度

Ｓ42～Ｈ17年度

地 方 財 政 へ の 貢 献 総 額 約 ９９０ 億 円

約56億円

財政への貢献

H28
～R5
年度

約749億円 約80億円

Ｓ45
～Ｈ21
年度

H30
年度
～

約100億円 約5億円

年度 H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4 R5 R6 R7 計

繰出額
（億円）

1 1 1 1 33 0 0 43 0 30 110
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１５－(１)－② ボートレース津の歩み

R
5

開催レースの売上

412

昭和27年度

戦後復興の財源確保の
ため岩田川河口で開始

平成４年度

場外発売開始

平成６年度

電話投票開始

売上563億

収益金33億円を
一般会計に繰り出し

令和２年度

最高売上更新
588億

収益金４３億円を一般会計に繰り出し
うち、こども基金 １０億円
学校施設整備基金 ３億円

令和5年度

有料指定席エリア・新競技エリア
リニューアルオープン

15.ボートレース

令和6年度
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（単位：百万円）

入場者数（本場）・売上金額（本場・津インクル・場外発売場（名張・養老））売上の状況

１５－(２) ボートレース津の売上向上

自場レース売上（発売形態別）

（単位：千円） ■津インクル・場外発売場（名張・養老）売上 （単位：千円）■津主催レース売上・場外受託売上

入場者数
（人）

本場売上
※津インクル

含む
①

ネット・
電話投票

場外委託
売上

売上合計
②

場外受託
売上
③

売上総合計
②+③

場内売上
総合計
①+③

令和元年度 232,755 3,741,042 23,426,728 12,110,751 39,278,521 7,789,966 47,068,487 11,531,008 

令和2年度 188,684 3,265,543 43,730,032 9,387,996 56,383,571 5,517,635 61,901,207 8,783,178 

令和3年度 194,426 3,248,983 41,229,852 10,691,599 55,170,435 6,524,412 61,694,847 9,773,395

令和4年度 194,164 3,182,042 42,444,110 10,884,431 56,510,583 6,370,732 62,881,315 9,552,774

令和5年度 185,840 3,052,031 45,043,990 10,782,333 58,878,354 5,927,509 64,805,863 8,979,540

津インクル
場外発売場

名張 養老

売上額
１日平均

売上
売上額

１日平均
売上

売上額
１日平均
売上

令和元年度 6,623,014 20,316 2,082,257 6,329 2,512,537 7,660

令和2年度 4,048,773 14,307 1,919,598 6,507 2,319,983 7,838

令和3年度 4,902,530 13,656 2,075,370 5,702 2,711,582 7,532

令和4年度 5,048,663 14,102 1,871,052 5,154 2,629,904 7,305

令和5年度 4,935,528 13,825 1,664,421 4,636 2,893,146 8,037

（単位：百万円）（単位：人）

ボートレース津の発売力（本場・場外受託分含む）

本場売上１日当たりの
入場者数

ネット・電話投票 場外委託

本場 津インクル

名張 養老

413

15.ボートレース
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１５－(３) ボートレース津の今後の経営戦略

１．広報宣伝施策・ファンサービス

近年の電話投票（WEB投票）の好調を受
けて、インターネット、SNS等のweb媒体を
活用した広報活動等を強化するため、ホー
ムページ及びスマートフォン用アプリなど
のリニューアルを行いました。引き続き、
web媒体を活用し、新たなファンの獲得や
売上の向上を目指します。

○ＳＧ第７２回ボートレースダービー（R7.10/21～26開催）

ボートレースダービーは、最高位で
ある８つのＳＧ競走の中でも５大ＳＧ
に位置づけられる最も歴史のあるＳＧ
競走です。

開催期間中には、 YouTubeでのライ
ブ配信、イベントの実施などの取組み
を行います。

○Web媒体を活用した広報活動、ファンサービス

令和６年４月から
リニューアル

414

15.ボートレース

２．ボートレース津の施設改善

○防風ネットの改修 ○冷温水発生機の改修
強風によるレース中止を極力減らすため、防風効果

を高めた防風ネットの改修を実施します。
令和６年度～令和１０年度 施工

３．脱炭素社会に向けた事業の推進

〇太陽光発電システム設置

ボートレース振興会との協働事業により太陽光パネルを設置し
ます。

令和７年度 施工予定

〇電気自動車の購入

脱炭素社会実現に向け、電気自動車を購入しました。

〇スタンド棟テラスの改修

経年劣化により老朽化が進んでいる水面際ウッド
デッキ等の改修を実施します。
令和６年１０月～令和７年７月 施工

経年劣化により老朽化が進んでいるスタンド棟空調設備である
冷温水発生機の改修を実施します。
令和７年度～令和９年度 施工予定

414
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令和２年４月１日号 広報津より

１５－(４)【市長コラム】ボートレース津の復活

415

15.ボートレース
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令和３年６月１日号 広報津より

１５－(５)【市長コラム】コロナ禍のボートレース

416

15.ボートレース
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従来

政策財務部地域政策課
•総合支所の立場で本庁との
協議・調整を行う
•地域政策会議の実施

市民部対話連携推進室
•自治会の窓口としてまちづくり
の思いや考えを聞き実現につな
げる
•市民活動の支援
•広聴相談
•市政懇談会の開催

指示系統が２部に分かれている
▼

情報の共有？
相互の連携？

受付後１週間以内に現状把握、１ヶ月以内に応答

要望・意見等に対する回答ルール

即答、即応し実現する
市役所づくり

指
示
系
統
を
１
本
化

２
課
を
統
合

推
進
力
を
高
め
る

１６－(１) 地域連携16.対話・連携

平成２７年 市民部に

地域連携課を設置

即答、即応し実現する
市役所づくり

地域のみなさんの立場
に立った市役所となる

地域連携担当理事を配置

各部に対し対等な立場で責任を持って課題要
望を実現する。

明快に地域との連携をさらに強化

地区担当を設置

市内を３７の地区に分け、地区担当者を置き、
担当地域を責任を持って専門に担当する。

地区割、横断的な立場に立って取り組む

417
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地域の望みを一歩でも前に進める
「即答・即応し実現する市役所」として、
地域の課題や望みを直接伺い、その解
決に向けて少しでも前に進めていくた
めの手法として開催

地域からいただいた声を曖昧に
しない
地域からいただいた声について、何ら
かの課題の解決に向けて方向性をお
示しできるよう、継続的に開催

地域と市役所が
連携し、課題解決
や地域振興を図る

平成２７年１０月より市内３７地区で開催

津地域 ２２地区
久居地域 ７地区
河芸地域 １地区
芸濃地域 １地区
美里地域 １地区

懇談内容

地域における課題や日頃の活動でお困りのことな
どについて、幅広く意見を伺い、解決を図っていく

安濃地域 １地区
香良洲地域 １地区
一志地域 １地区
白山地域 １地区
美杉地域 １地区

参加者

【地域の皆さん】
自治会長、民生委員・児童委員、地区社会福祉協議会、
ＰＴＡ等学校関係者のほか、地域の実情に応じて様々な
分野で活動されている団体の方

【市側】
市長、交流連携担当理事、交流連携担当参事、課長、
担当主幹、地区担当者、出張所長、総合支所長、教育委
員会事務局

地域の皆さんにも公開

①地域懇談会でいただ
いた課題について、地区
担当者がとりまとめ所
管課と調整します。

②所管課において、次回開催ま
でに、整理・実施できるものは、
逐次対応について所管課から
お返しします。

③調整が必要なものは次回
開催までに整理し、今後の取
組や方向についてお示しで
きるようにします。

開催趣旨

フォローアップ体制

１６－(２)－① 地域懇談会①

418
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１６－(２)－② 地域懇談会②

これまでの地域懇談会の開催概要

地域懇談会の進め方

ポイント

地域懇談会開催

修正案・代替案

今後の見通し

市としての方向性

提 案

合意

課題解決

地域の意向を
踏まえ

調整・整理新たな要望・課題

これまでの要望・課題 報告

次回報告

再調整

実施・対応

市
が
対
応
・
方
向
性
を
決
定
し
た
課
題

整
理
・
調
整
が

必
要
な
課
題

①内容に制限を付けずに、地域から広く意見、要望を伺う
②事前聞き取りを行わない
③いただいた課題・要望を曖昧にしない
④懇談後のフォローアップの実施

小中学校等教育施設の小規模修繕及び
普通教室や特別教室へのエアコンの設置

歩行部分の確保やカラー舗装等
通学路の安全確保

広域避難のあり方

地区社協活動に対する支援の充実

高齢者等に対するごみ出し支援

市街地の浸水対策

中心市街地の活性化

地域公共交通の見直し

河川の維持管理

※白抜き文字は、地域ごと、黒文字は広域的な課題

419

第１１期

16.対話・連携

開催概要 第１期 第２期 第３期 第４期 第５期 第６期 第７期 第８期 第９期 第１０期

期間

H27.10.1
～

H28.3.27

H28.4.14
～

H28.9.25

H28.9.29
～

H29.3.26

H29.4.12
～

H29.10.5

H29.10.18
～

H30.3.18

H30.4.19
～

H30.12.10

H30.12.18
～

R1.11.1

R1.11.7～
R2.2.19、
R4.7.3～
R4.11.6

R4.10.23
～

R5.11.26

開催地区数
（地区） 37 36 35 33 33 35 35 36 36 34 363

地域で活動する団体の
代表者と懇談（人） 281 273 257 245 224 254 253 249 243 237 2,603

会場参加者数
（人）

948 642 596 590 555 602 576 605 437 445 6,169

会場参加による
発言者数（人） 102 126 108 90 113 119 124 143 156 151 1,285

357 457 384 400 457 349 535 529 470
(1,396) (1,853) (2,237) (2,637) (3,094) (3,443) (3,978) (4,507) (4,977)

地区あたり
平均課題数 課題数５，１３８件÷市内３７地区＝１３８件

計

新規課題数
（延べ数）

5,1381,039

R5.10.29
～

第１１期

R6.11.10

R6.10.18
～

R7.1.23

87

173

53

161
(5,138)

（令和7年1月23日現在）

13
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平成３１年３月１日号 広報津より

１６－（２）－③【市長コラム】市民のメッセンジャー

～たらい回し解消の立役者～

420
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平成２９年６月１日号 広報津より

１６－(２)－④ 【市長コラム】地域の困りごと、お話しください

～出張所が変わります～

421
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特色のある地域振興を目的として、主に合併前の市町村で展開されていた事業で、地域の特性や資源を活かしながら、個性が輝
く地域づくりを進める事業（主にソフト事業）

１６－(３) 地域かがやきプログラム事業の見直し

地域かがやきプログラム事業の現状と課題（令和５年度まで）

○平成25年度事業と平成30年度事業を
比較すると95.8％が同一事業

○補助事業者の高齢化による事業継続が
困難な事例の発生

○事業が固定化されているのでは。
○新規参入が難しくなっていないか。
○担い手不足になっていないか。

「引き継ぐべきものを引き継ぎ、
地域の今後を見据えた取組を積極
的に取り入れる」時期に来ている

＜地域かがやきプログラム事業とは＞

地域かがやき
プログラム
事業の見直し

地域かがやきプログラム事業の見直し結果（令和６年度から実施）

現状と課題

③地域交流支援事業の
新設（地域振興費）

②事業別予算へ

①地域活性化事業の実施

総合支所が自らが企画立案し実施する
これからの地域づくり事業

後継者不足等を理由としたもの

④廃止

各総合支所間で支援ルールを統一化して
実施
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事業の目的に応じた予算費目へ移行
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市民の声への早期対応

毎年度の予算枠で施設の維持修繕をするなか、
利用者から古道公園内テニスコートの芝がはがれ足を

引っかけてしまうとのご指摘を受ける。

修繕予算枠から一部を工面し、
毎年１～２面を修繕することを計画

利用者にとっては、状態の悪いコートが混在している限り、
問題が解決したことにならない

平成２８年度、２９年度に修繕費とは別枠で予算を
計上し、未修繕部分を実施

スポーツ施設の維持修繕を求める声への対応

１６－(４)－① 市民の声への対応

～スポーツ施設の修繕(H27～H29年度)～

通常予算対応分 通常予算外対応分

年度 決算額 修繕内容

H24年度 22,827千円
津市民プール温水プール棟天井修繕、久居グラ
ウンド修繕、白山体育館緊急地震速報修繕、香
良洲サッカー場修繕 など

H25年度 19,615千円
河芸体育館１階天井復旧修繕、安濃中央総合公
園内野球場スコアボード表示盤入替修繕、美里
体育館雨漏修繕 など

H26年度 14,919千円
美杉ゲートボール場クラブハウス撤去等修繕、
一志野球場グラウンド照明修繕、芸濃総合文化
センターアリーナ北面屋根修繕 など

H27年度 11,981千円
安濃中央総合公園内体育館エレベーター修繕、
久居スポーツ公園遊具修繕、白山中央公園内ア
スレチック遊具修繕 など

H28年度 29,818千円

津球場公園内野球場内野スタンド修繕、河芸テ
ニスコート１面修繕、芸濃グラウンド防球ネッ
ト修繕、白山運動場高圧気中負荷開閉器修繕
など

H29年度 23,762千円
久居グラウンドフェンス交換修繕、香良洲プー
ルコンクリート土間修繕、フットパーク美杉内
手摺修繕 など

年度 契約額 修繕内容

H27年度 6,156千円古道公園内テニスコート修繕（２面）

年度 契約額 修繕内容

H28年度 17,647千円古道公園内テニスコート修繕（４面）

年度 契約額 修繕内容

H29年度 4,020千円

フットパーク美杉公園内木柵修繕、香
良洲グラウンドトイレ扉修繕、久居
プールろ過機修繕、河芸グラウンド男
子トイレ修繕ほか

※令和４年度以降はスポーツ振興基金において、維持修繕を求める声に対応
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１６－(４)－② 市民の声への早期対応～学校施設の整備～

地域懇談会を進める中で、地域ごとの課題やこれま
で見えてこなかった課題が明確化

現行の実施修繕と地域の要望との乖離が判明

地域の声への早期対応を実現するために

平成29年度から特別な予算を上乗せ

機能的な修繕のみでなく、
利便性向上と快適な環境整備を求める声

従来の予算では、対応できなかった部分について、
地域の声に応える特別な小規模修繕予算を確保

令和２年度当初予算に６５０万円を確保

その他、避難所トイレ改修等に３５０万円を確保
※安東小・大里小・栗真小・明小・八ツ山小・美杉中・白山中

平成２９年度当初予算に１，５７７万円を確保

平成３０年度当初予算に１，０４０万円を確保

令和元年度当初予算に７４３万円を確保

排水向上対策 藤水小、一身田小、橋南中

砂塵制御対策
一身田小、修成小、大里小、
豊が丘小

駐輪場の整備
１１０万円

舗装整備 修成小、北立誠小、成美小

体育館、プールの修繕
２３０万円

照明器具修繕
漏水対策
コンクリートパネル塀改修

一志西小、一志小、橋南中

その他修繕
５０万円

門柱・フェンスの改修 桃園小

運動場の環境整備
３４３万円

Ｒ１　地域の声を反映した主な事業内容

国の補助金等の活用が困難な市単独
事業を推進するための新たな取組

津市学校施設整備基金
を創設（３億円を積立）

令和６年度見込額 約１億円
防水改修 4校

防球ネット設置 １校

令和7年度事業費 約1.６億円
防水改修 6校
校舎改修等 1校

学校施設改修特別推進
事業の実施

その後も各年度約1.5億円を投じ修繕を実施
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※Ｈ29年度は決算見込み額

維持補修に係る小規模修繕

●平成２４年度
からの修繕費

総額
２１億６，３５５万円

安全対策 ガラスの破損、サッシ等の脱落、壁面剥離など

学校運営対策
雨漏り、照明器具不良、漏電、トイレの機能不良、放送設
備不良、給排水設備不良など

施設維持対策 浄化槽不良、昇降機不良、電気設備不良など

これまで優先的に行ってきた小規模修繕

年度 修繕費 年度 修繕費

Ｈ２４年度 １億７，１３７万円 Ｒ１年度 １億７，４４０万円

Ｈ２５年度 １億７，２２１万円 Ｒ２年度 １億６，９６４万円

Ｈ２６年度 １億７，２７７万円 Ｒ３年度 １億６，７８２万円

Ｈ２７年度 １億７，３２４万円 Ｒ４年度 １億５，７０６万円

Ｈ２８年度 １億７，３２７万円 Ｒ５年度 １億３，７５６万円

Ｈ２９年度 １億７，３３９万円 Ｒ６年度 １億４，９８１万円

Ｈ３０年度 １億７，１０１万円 ※R６年度は予算額
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平成２９年７月１日号 広報津より

１６－(４)－③【市長コラム】「言っても無駄」ではありません
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津市に住む外国人住民の状況

◇平成30年12月関係閣僚会議決定
「外国人材の受入れ・共生のための総合的対応策」
日本人と外国人が安心安全に暮らせる社会を実現するため
の対応策を策定
◇平成31年4月
「出入国管理及び難民認定法及び法務省設置法の一部を改訂
する法律」

新たな外国人材の受入れに関する在留資格の創設

外
国
人
住
民
へ
の
窓
口
サ
ー
ビ
ス
の
向
上

外国人受入環境整備交付金の創設（法務省 出入国在留管理庁）

対応可能言語数の拡大（1５言語）

□ 外国人住民数は増加傾向が続いたが、新型コロナの
影響により減少に転じたものの、減少幅は比較的小さ
く、令和４年度は再び増加に転じ、令和6年4月1日現
在、外国人住民は過去最高の10,385人に上り、総人
口に対して3.85％となっている。
□ 近年はアジア系諸国（フィリピン・ベトナム等）の出身
者が増加しており、これまでの南米系言語や英語のみ
での対応では不十分な状況にある。
（※令和3年4月から、タガログ語対応の通訳担当員を増員。）

国の取組

生活者としての外国人を支援する施策として、地方公共団体が
情報提供及び相談を行う一元的な窓口を設置することを支援

※国の予算
令和元年度予算 10億円、 令和2年度予算 12億円、
令和3年度予算 11億円、 令和4年度予算 11億円、
令和5年度予算 11億円、 令和6年度予算 11億円
→津市はこの交付金を活用し、窓口の機能拡充！！

津市の取組

「タブレット端末による遠隔通訳システムを導入」

英語、中国語、韓国語、
ポルトガル語、スペイン語、

フィリピン語、ベトナム語、タイ語、
フランス語、ネパール語、
ヒンディー語、ロシア語、

インドネシア語、ミャンマー語、マレー語
（１５言語）

◆ コールセンターの通訳員とタブレット端末のテレビ電話
機能を介し、三者間通話を行うことで、速やかな対応と円滑
なコミュニケーションが可能。

遠隔通訳システムの導入により、母国語での通訳
が可能な外国人住民の割合が、約3割から約9割
に向上！！

【タブレット端末を利用した遠隔通訳サービスを開始】

１６－(５) 多文化共生の取組

外国人住民
国籍別比率
R6.4.1現在

合計 10,385人
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※各年度4月1日現在
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地元要望を受け、集会施設が不足している津西地区の地域コミュニティの場を充実させるため、令和元年度から整備に着手し、令和４年６月に
供用開始しました。施設は研修室を３部屋備え、研修会や会合、ダンス、卓球等にお使いいただけます。予約や詳細については市民交流課まで。

１６－(６) 津西ふれあい会館

研修室１・２

所在地 津市観音寺町１００５番２４

敷地面積 １,７４０㎡

事 業 費

整備期間 令和元年１２月～令和４年５月

約２億２千８２２万円

延床面積 ３９３.７㎡（鉄骨造、平屋建）

収容人
数(人)

面積
（㎡）

机
（脚）

椅子
（脚） 設 備

研修室１ ５０ ７５ １７ ５０
壁面鏡、音響設備、マイク、スクリーン、
プロジェクター、ホワイトボード、卓球台

研修室２ ５０ ７５ １７ ５０
壁面鏡、ワイヤレスアンプ、マイク、ホ
ワイトボード、卓球台

研修室３ ３０ ３９ １０ ３０ ホワイトボード

管理室 １２ ２１ ４ １２ ホワイトボード、書庫

給湯室 - ８ - - ＩＨ式コンロ２口、流し台、給湯設備

その他 男子・女子・多目的便所、倉庫１・２・３

駐車場 ２１台分（車いす使用者用２区画を含む）

駐輪場 約２０台分（屋根付き）

部屋名

内容

多目的便所 給湯室

利用実績
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Ｒ４年度 Ｒ５年度 合計

１８，５３１人１２，３５６人 ３０，８８７人
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津市フィルムコミッションページ

本庁舎１階ロビーを活用した情報発信を開始
多くの来庁者がある本庁舎１階ロビーにグラフィックパネルや大型スクリーンを設置し、

情報発信の拠点として活用。

●津市の施策や旬の観光スポット、イベントなどのグラフィックパネルを作成(H24.6.12)

●大型スクリーンで市の施策や観光、物産、歴史など、旬な情報を映像で発信(H24.8.28)

シティプロモーション シティプロモーション担当を広報課に

設置（H24.4.1）
物産・人物・文化・地域政策等、市の魅力を
効果的に発信

90インチの大型スクリーングラフィックパネルの設置

津市ホームページにシティプロモーション要素を強化
津市の魅力ある映像や動画を発信
●シティプロモーションページを開設（Ｈ25.4.1）
●移住・定住促進ページ「津市に住みませんか！」開設（H26.12.3）
●津市ホームページのリニューアルに合わせ、「市外向け情報津ぅrip」を開設（H28.4.1）
●英語版と日本語版の「高田本山専修寺 御影堂・如来堂津市特設サイト」を開設（H30.2.1）

「下剋上球児」著者によるサイン会

移住・定住促進ページ

津市シティプロモーション情報Ｆａｃｅｂｏｏｋページを開設（H25.4.1）

１６－(７) 政策広報・シティプロモーションの展開

特設サイト「Meetsu!」ロケ地ツアー(わたしの幸せな結婚)

津市プロモーションビデオ「つ・がない世界」を公開（H28.7.13）
地域活性化・地域住民生活等緊急支援交付金を活用し、津市のプロモーションビデオ（本
編、テーマ別映像７本）を制作。※本編は、H29.7.12公開終了。

市内ロケや津市ゆかりの作品を契機としたシティプロモーションを展開（R2.10.2～）
●映画「浅田家！」の公開を契機に、 地元企業など15社以上とタイアップしたロケ地ＰＲ
事業を展開し、第11回ロケーションジャパン大賞グランプリを受賞(R2.2.18)

● R5.3.17公開の映画「わたしの幸せな結婚」とタイアップし、桑名市・三重県の他、ロケ
地となった専修寺・六華苑と協働し、広域プロモーション事業を展開

● 日曜劇場「下剋上球児」の放映（ R5.10.15～）に合わせ、白山高校や地元団体との
協働の下、市内および名古屋市栄でパネル展や書籍「下剋上球児」のＰＲを実施。

● ジャパン・フィルムコミッションに加盟し、ロケ地データベースを作成（R6.4.1～）

津市シティプロモーション特設サイト「Meetsu！」を開設（R6.8.1）
津市公式LINEを運用開始（R７.３.25）

市外向け情報 津ぅrip

16.対話・連携

428



T s u C i t y

https://www.info.city.tsu.mie.jp/

市長活動日記（平成２３年７月１日開設）

市長の日々の活動内容を公開

定例記者会見

平成２３年９月より月２回の開催とし、市政情報を発信

市長コラム（平成２４年４月１日開設）

市政への考え方を自分の言葉で伝える

■ケーブルテレビ津市行政情報番組で放送中（毎月1日～7日）のＴＶ版

市長コラム（前葉泰幸市長が市政について語る）を動画で配信。

■広報津（毎月１日号）に掲載する市長コラムもご覧いただけます。

積極的な情報発信

市長対談（平成２４年７月２日開設）

市内で活躍される方々との対談の模様を動画と文章で公開

１６－(８) 「市長の部屋」からの情報発信

施政方針

毎年最初の議会でその年一年間の市政運営の
方針や施策について述べるもの

所信表明

市長に就任した後 最初に開かれる議会で
任期の4年間を見据えた政策の方向性を表明
するもの

市長発言集

職員への年始・年末訓示、市長が選ぶ10大
ニュース など

市長のプロフィール

市長交際費執行状況
429
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津市の物産・観光や
移住情報の紹介

スクリーン映像等の放映、パネ
ルやパンフレットによる紹介
移住相談会など

歴史・文化の紹介

多気城下絵図展、藤堂
高虎（津城）展、国宝・専
修寺など

企業連携に
よるイベント

物販だけでなく市内の企
業活動を首都圏に発信

～三重テラス２階イベントスペース等を活用～「つデイ」で情報発信！

■建物名称
「浮世小路千疋屋ビル」
商業施設名称「ＹＵＩＴＯ ＡＮＮＥＸ」
■所 在 地
東京都中央区日本橋室町二丁目４番１号
（東京メトロ銀座線・半蔵門線「三越前駅」地下直結）

◆ 「つデイ」の実績（開催回数：81回、来場者累計：29,463人）

１６－(９) 東京での情報発信

映像、パネルによる津市の紹介や観光案内、来場者アンケートを実施

令和２年度から４年度は新型コロナウイルス感染防止の観点から、パネル展示中心の「パネル展」を開催。

16.対話・連携
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開催年度
開催回数

(回)
来場者数

(人)
開催年度

開催回数
(回)

開催日 内容
来場者数
(人)

平成25年度
(H25.10.18～)

6 3,025

令和５年度

1R5.7.15
日本三名泉 榊原温泉へ行こ
う！

400
(概算)

平成26年度 12 4,542 1R5.12.15～16 津ぶぞろいツアー2023
300

(概算)

平成27年度 12 4,158 1R6.1.19～20
楽しさ無限大！BOAT RACE津へ行
こう！

200
(概算)

平成28年度 12 3,533 1R6.2.9～10
津に来て、津を見て、津に惚れ
て

350
(概算)

平成29年度 9 3,379

令和６年度

1R6.8.23～24
ふがまるちゃんの“津のええと
こ写真展”

350
(概算)

平成30年度 9 3,658 1R6.12.13～14 津ぞろいツアー2024
300

(概算)

平成31年度
令和元年度

8 3,233 1R7.2.14～15
津が生んだ昭和の“光悦”川喜
田半泥子展

300
(概算)

令和２年度 1 181

令和３年度 1
96

(概算)

令和４年度 4 1431

http://www.info.city.tsu.mie.jp/uploads/photos0/797.jpg


T s u C i t y

４０周年を迎えた、中国鎮江市との友好都市交流

１９８４年（昭和５９年）６月１１
日に友好都市提携を結び４０周年を迎
えたことから、鎮江市から招待を受け、
津市代表団及び津市議会代表団が令和
６年１１月２１日から２３日まで鎮江
市を訪問

１６－(１０) 新たな時代の友好都市交流へ

◆訪問者 津市代表団（市長以下６名）
津市議会代表団（議長以下６名）

◆日程 令和６年１１月２１日(木)から同月２３日（土）まで
◆内容 鎮江市 徐 曙海 市長との会談

「日本国津市と中華人民共和国鎮江市との交流促進に
関する覚書」署名式

鎮江市主催 ４０周年記念祝賀会
高齢者向け総合施設(医療、介護、デイケア、住まい等)視察
江蘇大学訪問（李 洪波 党委書記、学生） など

●訪問の内容

○市民交流の促進
教育、芸術、スポーツ、経済等様々な分野において、市民

交流の基盤を強化する。
○高齢者福祉の増進

両市の高齢者福祉の増進を目指し、高齢者福祉施策に関す
る情報共有や意見交換を行う。

覚書の内容
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